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＜連絡事項＞
・6/21（木）の14：00から定期心電図検査の予定となっています。
＜患者様連絡事項＞
・村中　つや様～本人よりパン食への変更希望あり。明日より朝のみパンへ変更となる。
　　　　　　　　また、本日排便-3日目の為、継続指示に便秘時追加、センナリド2T 3回分処方となる。

・柏山　知也様～本日朝よりエビリファイ(12)2T 1×朝で6日分処方となる。

・木村　格治様～シンラック3本、ハップスター4袋処方となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中奇声を挙げながら徘徊している。隔離中はドア叩きあるが、介入に対する興奮や易怒性は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。深夜帯で37.7℃の発熱あり。日中は36.9℃に解熱している。脱力感や呂律不良さ見られている。壁叩きや多弁さは続いている。脱衣し、衣類を便器に詰める事あり介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・柏山　知也様～終日隔離中。壁叩きや出窓に座る等の行為あり、落ち着き無さ見られている。日課はスタッフ見守りにてホールで行っている。引き続き精神症状の経過観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・木村　格治様～要求の多さあり、説明にも了解の悪さあり。声高さあるが、妄想様発言はない。
・藤井　崇史様～表情の硬さあり、スタッフに対する話し掛け頻回に見られている。妄想様発言は無い。
・上村　節子様～食事は1/4のみ摂取、薬は粉砕して行っている。促しにて少量ずつ水分摂取出来ており、むせ込み無し。バイタルサイン異常無し。
・高木　博美様～顔面以外の全身に浮腫著明、四肢の冷感はない。バイタルサイン異常なし。食事は各食全量摂取出来ている。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：6月8日　12：28

　氏　　名：矢崎　さかえ（やざき　さかえ）様

　生年月日：昭和5年7月5日　87歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Cユニット

  入院形態：医療保護入院

　担当医　：田名部Ｄｒ

（経過）

　平成29年室岡整形外科に入院していたが、そのころから不穏な言動や粗暴行為があり、退院させられている。退院後は粗暴行為はみられず、家族としてはもとに戻ったものとみていた。平成30年2月17日、腰椎圧迫骨折にて八戸赤十字病院に入院した。その後、リハビリ目的にて八戸西病院へ転院している。平成30年5月に入ってから、物を投げる、叩いて壊す、等の粗暴行為が出現して、日増しに不穏が強くなっていった。5月25日にたいいんするが、前回の退院後と異なり、落ち着くことはなく持続している。午後から顔つき険しくなり、夕方から不穏さが増強する。夜になり「寝る」と言って布団に入ってもそのまま5時まで起きていて騒いでいる。「トイレに連れて行け」「お前は誰だ」「私を殺しに来たのか」「早く殺せ」など、興奮を続けている。異所性の排泄もあり、自宅での生活が困難になってきていることで、本日当院に来院する。認知症状態にて、入院治療が必要な状態であるが、本人に病識はなく、三女様の同意を得て、H30年6月8日（金）12時28分東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
※LT：Cプラン、オムツ②
